
講師：NPO法人災害救援 レスキューアシスト
川島 浩義 氏(かわしま ひろよし)

あ

2011年に起きた東日本大震災をきっかけに災害現場の
第一線で復旧・復興支援に取り組む。豪雨災害では家屋
再生のための仮復旧や、泥出し、洗浄、消毒等の活動。
地震や台風被害は屋根の雨もり養生等の活動を自ら会社
経営をしながら、様々な被災地の支援活動に従事。
Ｑ

【支援活動歴】
東日本大震災、関東・東北豪雨、熊本地震、九州北部豪雨、大
阪北部地震、台風15号･19号被害、令和2年7月豪雨災害、福島
県沖地震、静岡県牧之原市竜巻被害、令和3年7月豪雨災害（熱
海市等）、令和3年8月豪雨災害で佐賀県大町町、佐賀市

日時：2022年3月11日（金）14:00～17:40

会場：燕三条地場産業振興センター （リサーチコア７Ｆ マルチメディアホール）

〒955-0092 新潟県三条市須頃1丁目17番地

新潟県では、産・学・官が連携して新たなビジネスを生み出す防災産業クラスター形成の取組みを進めてい
ます。
今回の防災製品開発に向けたワークショップでは、多くの被災地支援経験を有する川島氏より全国各地で起っ
ている被災地の現場の状況や課題を紹介・実演していただき、新たな製品開発を考えます。
「ものづくり」の地の企業や団体の皆さんと、各企業の強み（企画力・技術力・販売力など）を共有し、地域
企業の『クラスター』形成により『防災・減災・災害支援』に役立つ産業化を目的とします。

プログラム
14:00～15:10 オープニングセミナー（近年の災害・被災地での支援活動や課題）
15:20～16:20 テクニカルボランティア災害支援活動の実演
16:20～17:00 ワークショップ（被災地支援活動における製品開発に向けて）
17:00～17:40 開発後の販路の可能性について紹介
17:40 閉会

申込・連絡先
（公社）中越防災安全推進機構 地域防災力センター 担当；野村・水澤
携帯：090-7732-7978 FAX0258-39-5526   E-mail t.nomura@cosss.jp

主催；新潟県、（公社）中越防災安全推進機構
協力；（公財）燕三条地場産業振興センター、燕市、三条市、燕商工会議所、三条商工会議所、（公社）燕西蒲法人会、（社福）新潟県社会福祉協議会
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過去に被災経験もあり、
ものづくりの先進地域
だからできることを！

製品開発
新たなビジネス

製品ニーズ
（被災地の課題）

企業名： 参加者名：

メールアドレス： 電話番号：

FAXでの受付も行っております。下記空欄をご記入の上（FAX：0258-39-5526までお送り下さい）

申込フォーム
QRコード

下記URLから受付ができます。
https://ws.formzu.net/dist/S2839196/

下のQRコードからも受付できます。

被災地

被災地支援に役立つ
製品・商品について
考えませんか？

参加対象：
燕・三条エリアのものづくり企業様・住宅関係の企業様

（新潟県内企業）20社～30社（先着順）

燕

三条


